
荘
厳
の
時
の
中
に
華
や
か
に

神
楽

「五
郎
の
王
子
」
浮
き
立
つ

柿

本

光

明

鎮
守
の
森
か
ら
、
鉦
や
笛
や
太
鼓
の
音
が
流
れ
、
道
の
辻
に
は
職
が
立
ち
、
青
い

空
が
そ
の
ま
ま
香
り
高
い
緑
の
風
と
な

っ
て
吹
き
す
ぎ
て
行
く
よ
う
な
美
し
い
初
秋

の
日
で
あ
る
。

舞
人
の
ひ
る
が
え
す
袖
は
、
豊
か
な
柏
木
の
緑
が
美
し
く
揺
れ
る
よ
う
に
、
荘
厳

の
時
の
中
に
華
や
か
に
浮
き
立
ち
、
参
詣
の
人
々
の
心
は
弾
み
も
す
る
が
、
し
か
し

そ
の
上
に
あ
る
大
き
な
空
は
、
穏
や
か
な
微
笑
み
を
た
た
え
た
ま
ま
、
秋
の
賑
わ
い

を
届
け
る
ば
か
り
で
あ
る
。

十
月
の
―
―
。
そ
れ
は
村
の
鎮
守
の
祭
礼
の
当
日
で
あ
る
。
年
に

一
度
の
豊
饒
を
祝

う
こ
の
日
こ
そ
、
母
は
わ
が
子
に
新
調
の
羽
織
、
袴
を
着
付
け
、
父
と

一
緒
に
出
か

け
る
私
の
後
ろ
姿
に
に
こ
や
か
に
微
笑
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

祭
の
盛
儀
を

一
日
見
ん
も
の
と
、
老
い
た
者
、
幼
い
者
も
、
人
目
を
恥
じ
ら
う
若

い
女
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
頓
着
し
な
く
な

っ
た
老
い
た
女
も
、
早
い
う
ち
か
ら

舞
見
の
場
所
取
り
に
鎮
守
の
境
内

へ
つ
め
か
け
て
い
く
。

―
―
こ
れ
は
今
か
ら
六
十
五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
―
―
。
夕
映
え
の
遠
く
の
野
、

刈
り
取
ら
れ
た
稲
田
も
薄
墨
の
風
景
に
な
る
と
、
つ
る
べ
お
と
し
の
秋
の
夕
日
は
早

く
、
境
内
の
神
楽
殿
に
は
裸
電
球
が
中
央
と
四
方
の
柱
に
十
数
個
と
り
つ
け
ら
れ
、

境
内
の
隅
々
に
並
ぶ
屋
台
か
ら
は
、
ア
セ
チ
レ
ン
灯
が
つ
き
、
イ
カ
を
伸
ば
し
て
焼

く
香
が
た
だ
よ
い
、
夜
の
と
ば
り
が
吹
け
行
く
に
つ
れ
、
神
楽
殿
は
盛
況
と
な
る
。

こ
ど
も
心
に
日
で
見
、
耳
で
聞
く
神
楽
舞
の
中
で
も
夜
中
の
十
二
時
ご
ろ
か
ら
始

ま
る

「
五
郎
の
王
子
」
と
い
う
二
時
間
ほ
ど
の
神
楽
舞
は
大
変
印
象
に
の
こ
っ
て
い

た
。先

ず
鳥
帽
子
に
、
狩
衣
を
着
け
た
舞
人
二
人
が
、
右
手
に
鈴
、
左
手
に
幣
（ぬ
さ
、

ま
た
は
榊
）
を
採

っ
て

「清
め
の
舞
」
を
舞
い
給
う
。

歌
詞
　
た
ち
ば
な
の
小
門
の
み
そ
ぎ
を
初
め
に
て

今
も
清
む
る
わ
が
身
な
り
け
り

榊
葉
に
木
綿
と
り
し
で
て
う
ち
は
ら
う

身
に
は
け
が
れ
の
露
雲
も
な
し

つ
い
で
、
同
じ
斎
衣
を
着
け
し
四
人
の
舞
人
が
、
神
歌
を
歌
い
給
え
り
。

「神
舞
」
は

一
名
で
舞
う

「採
物
の
舞
」
と
い
わ
れ
、
「清
め
の
舞
」
に
よ
っ
て
清
め

ら
れ
た
場
に
、
神
を
迎
え
る
た
め
の

一
人
舞
で
あ
る
。

歌
詞

こ
の
御
座

へ
参
る
心
は
山
の
端
に

月
待
ち
得
た
る
心
地
こ
そ
す
れ
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幣
立
つ
る
こ
こ
も
高
天
の
原
な
れ
ば
　
集
ま
り
給
へ
天
地
の
神

右
手
に
鈴
、
左
手
に
扇
子
ま
た
は
幣
を
採

っ
て
舞
う
。

「
五
郎
の
王
子
」
は

「舞
」
は
従
で

「語
り
」
を
主
と
す
る
が
、
そ
の

「語
り
」
は

長
文
の
祭
文
に
拠

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
筋
を
い
う
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

盤
古
大
王
は
后
と
の
間
に
四
人
の
王
子
を
も

っ
て
い
る
。
太
郎
王
子
は
木
の
神
、

二
郎
王
子
は
火
神
、
三
郎
王
子
は
金
神
、
四
郎
王
子
は
水
神
で
あ
る
。

大
王
は
死
期
を
予
知
し
て
、
四
人
の
王
子
に
そ
れ
ぞ
れ
青
、
赤
、
白
、
黒
の
幡
（ば

ん
、
す
な
わ
ち
九
〇
日
ず
つ
）
を
与
え
る
が
、
后
か
ら
、
胎
内
に
い
る
も
う

一
人
の

子

（五
郎
の
王
子
）
に
も
、
と
い
わ
れ
て
驚
く
が
…
。
し
か
し
も
う
与
え
る
日
数
が

な
い
ま
ま
に
、
土
神
の
称
号
と
黄
幡
と
宝
剣
を
与
え
る
こ
と
に
し
て
神
去
る
。

大
王
出
歌
　
天
降
る
天
の
叢
雲
押
し
分
け
て
　
降
り
し
神
ハ
　
那
岐
那
美
の
神

抑
御
前
に
罷
り
出
で
た
る
某
は
如
何
な
る
者
と
か
思
ふ
ら
ん
。
ば
ん
こ
大
王
と
は

吾
事
に
て
候
。
吾
父
國
分
大
王
様
は
二
百
七
十
才
の
齢
を
保
ち
九
月
の
と
う
菊
の

落
葉
と
諸
共
に
菊
の
涅
槃
に
入
り
給
ふ
。
某
も
父
の
跡
を
継
が
ん
為
暦
を
取
り
寄

せ
て
易
の
う
ら
本
繰
り
見
れ
バ
当
年
二
百
五
十
才
の
壽
命
か
と
覚

へ
て
候
。
今
ハ

九
月
の
事
な
れ
バ
山
の
木
の
葉
も
茅
の
葉
も
大
王
の
姿
に
よ
く
似
た
り
。
頭
は
冬

の
景
色
な
り
額
に
四
海
の
波
も
打
ち
、
腰
に
梓
の
弓
を
張
り
耳
に
蝉
鳴
く
声
が
す

る
。
某
に
四
人
王
子
と
四
人
の
姫
、
男
女
八
人
の
子
を
持
ち
て
候
。
こ
れ
よ
り
も

王
子
四
人
を
呼
び
出
し
暇
乞
ひ
に
譲
状
を
取
ら
せ
バ
や
と
存
候
。
如
何
に
太
郎

久
々
延
遅
命
此
所
に
現
は
れ
給
へ
や
哺

太
郎
　
父
王
子
様
、
某
を
此
所
に
呼
び
出
し
給
ふ
は
如
何
な
る
御
事
に
て
候
か
や

大
王
　
あ
あ
汝
を
此
虎
に
呼
出
し
た
る
ハ
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
吾
父
國
分
大
王
様
二

百
七
十
才
の
齢
を
保
ち
九
月
な
る
菊
の
落
葉
と
諸
共
に
花
の
涅
槃
に
入
り
給
ふ
。

某
も
父
の
代
を
継
が
ん
為
ざ
っ
し
ょ
暦
を
取
り
寄
せ
て
、
易
の
つ
ら
本
繰
り
見
れ
バ

当
年
二
百
五
十
才
の
壽
命
か
と
覚

へ
て
候
。
最
早
九
月
の
事
な
れ
バ
花
の
涅
槃
に

入
度
候
程
に
御
身
を
呼
出
し
暇
乞
を
バ
申
す
る
ぞ
や

太
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、父
王
子
様

、今
更
い
と
ま
の
御
読
と
は
夢
か
現
か
幻
か
、夢
な

ら
夢
で
醒
め
も
せ
う
。
現
な
ら
現
で
消

へ
も
せ
う
。
幻
な
れ
バ
さ
な
が
ら
夜
こ
そ

寝
ら
れ
ま
い

愛
す
る
君
も
有
り
も
せ
う
。
是
非
に
叶
は
ぬ
事
な
れ
バ
山
海
野
川
の
畜
類
鳥
類
呼

び
寄
せ
て
、
貴
方
の
合
性
合
年
の
者
が
ま
し
ま
す
事
な
れ
バ
年
の
御
祭
替

へ
を
な

さ
れ
て
も
、
こ
れ
で
も
叶
は
ぬ
事
な
れ
バ
こ
れ
よ
り
天
に
立
昇
り
、
星
の
御
祭
替

へ
を
な
さ
る
れ
バ
三
歳
と
云
ふ
て
三
年
の
御
壽
命
が
延
ぶ
る
と
申
す
る
也
。
三
年

の
御
壽
命
永

へ
て
王
子
四
人
に
姫
四
人
男
女
八
人
、
妃
の
宮
様
諸
共
に
世
を
過
ご

さ
せ
給
へ
や
哺

大
王
　
如
何
に
太
郎
王
子
汝
の
申
す
る
事
も

一
々
尤
に
は
候
へ
共
、
生
ず
れ
バ
死
す

る
ハ
古
よ
り
夕
生
れ
て
今
朝
死
す
る
も
こ
れ
も
浮
世
の
有
様
よ
。
時
を
嫌
は
ず
無

情
の
風
に
誘
は
れ
バ
行
か
ね
バ
な
ら
ん
冥
土
の
道
、
名
残
惜
し
ふ
は
候

へ
共
、
御

身
に
譲
り
物
を
バ
取
ら
せ
置
く
べ
し

先
づ
汝

ハ
生
れ
出
る
よ
り
青
き
木
星
に
候
ヘ
バ
青
帝
青
龍
王
と
顕
じ
東
の
帝
王

と
な
を
り
、
春
三
月
九
十
日
を
領
治
し
て
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
ハ
青

き
御
幣
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
バ
甲
の
里
地
よ
り
下
を
バ
乙
の
郡
、
甲
乙
木
星
の
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産
子
末
世
末
代
守
護
な
し
給
へ
。
父
の
譲
と
し
て
青
き
御
旗
を

一
流
遺
す
程
に
得

て
取
り
給

ヘ

次
に
次
郎
王
子
ハ
赤
帝
赤
龍
王
と
顕
じ
南
の
帝
王
と
な
を
り
夏
三
月
九
十
日
を
司

ど
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
は
赤
き
御
弊
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
バ

丙
の
里
地
よ
り
下
を
バ
丁
の
郡
、
丙
丁
火
星
の
産
子
末
世
末
代
守
護
な
し
給

へ
。

父
の
譲
と
し
て
赤
き
御
旗
を

一
流
つ
か
は
す
程
に
得
て
取
ら
せ
給

ヘ

次
に
三
郎
王
子
ハ
白
帝
白
龍
王
と
顕
じ
西
の
帝
王
と
な
を
り
秋
三
月
九
十
日
を
司

ど
り
、
山
八
萬
地
八
地
萬
八
方
千
里
の
境
に
は
白
き
御
幣
を
立
て
、地
よ
り
上
を
バ

庚
の
里
地
よ
り
下
を
バ
辛
の
郡
、
庚
辛
金
星
の
産
子
末
世
末
代
守
護
な
し
給

へ
。

父
の
譲
と
し
て
白
き
御
旗
を

一
流
遣
す
程
に
得
て
取
ら
せ
給
ヘ

次
に
四
郎
王
子
ハ
黒
帝
黒
龍
王
と
顕
じ
北
の
帝
王
と
な
を
り
冬
三
月
九
十
日
を
司

ど
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
は
黒
き
御
幣
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
バ

壬
の
里
地
よ
り
下
を
バ
癸
の
郡
、
壬
癸
水
星
の
産
子
末
世
末
代
守
護
な
し
給

ヘ

父
の
譲
と
し
て
黒
き
御
旗
を

一
流
遣
す
程
に
得
て
取
ら
せ
給

へ
や
哺

太
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
父
上
様
の
譲
物
悉
く
拝
受
仕
り
て
候
。
こ
れ
に
て
名
残
の
歌
を

一
首
作
ら
バ
や
と
存
候

太
郎
歌
　
得
て
取
り
て
喜
れ
し
か
ら
ざ
る
こ
の
御
旗
　
見
る
度
毎
に
ぬ
る

ゝ
袖
か
な

大
王
歌
　
ぬ
る
ゝ
と
も
汝
は
袖
が
有
れ
バ
こ
そ
　
只
朽
ち
果
て
る
身
こ
そ
つ
ら
け
れ

大
王
　
如
何
に
后
の
宮
こ
の
所
に
現
は
れ
給
へ
や
哺

后
　
大
王
様
自
ら
を
此
所
に
呼
び
出
し
給
ふ
は
如
何
な
る
御
事
に
て
候
か

大
王
　
さ
ん
候
。
御
身
を
此
所
に
呼
び
出
し
た
る
ハ
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
吾
父
國
分
大

王
様
三
百
七
十
オ
の
齢
を
保
ち
九
月
な
る
菊
の
落
葉
と
諸
共
に
花
の
涅
槃
に
入
り

給
ふ
。
某
も
父
の
代
を
継
が
ん
為
ざ

っ
し
ょ
暦
を
取
寄
せ
て
易
の
う
ら
本
繰
り
見

れ
バ
当
年
二
百
五
十
才
の
壽
命
か
と
覚

へ
て
候

今
は
九
月
の
事
な
れ
バ
花
の
涅
槃
に
入
り
度
候
程
に
御
身
に
暇
乞
を
バ
申
す
る

ぞ
や

后
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
大
王
様
、
今
更
暇
の
御
詭
と
ハ
夢
か
現
か
幻
か
。
夢
な
ら
夢
で

さ
め
も
せ
う
。
現
な
ら
現
で
消
へ
も
せ
う
。
さ
な
が
ら
夜
こ
そ
寝
ら
れ
ま
じ
。
愛

す
る
君
も
有
り
も
せ
う
。
是
非
に
叶
は
ぬ
事
な
れ
バ
畜
類
鳥
類
呼
び
寄
せ
て
貴
方

の
合
性
合
年
の
者
が
坐
し
ま
す
な
れ
バ
、
其
れ
に
御
祭
り
替

へ
を
な
さ
る
れ
バ
三

年
の
御
壽
命
延
ぶ
る
と
申
す
る
也

三
年
の
御
壽
命
永

へ
て
王
子
四
人
姫
四
人
男
女
八
人
と
吾
共
に
世
を
過
ご
さ
せ
給

う

へ
や
哺

大
王
　
あ
あ
后
の
申
す
る
事
も

一
々
尤
の
事
に
候

へ
共
、
生
る
れ
バ
死
す
る
は
古
よ

り
今
朝
生
れ
て
晩
に
死
す
る
も
之
も
浮
世
の
有
様
よ
。
時
を
嫌
は
ず
日
も
嫌
は
ず

無
情
の
風
が
吹

い
た
な
ら
行
か
ね
バ
無
ら
ぬ
冥
土
の
旅
、
名
残
借
し
ふ
は
候

へ

共
、　
只

一
筋
に
思
ひ
切
り
給
へ
や
哺

后
　
さ
れ
バ
大
王
様
男
子
四
人
に
姫
四
人
は
如
何
遊
ば
し
給
ふ
ぞ
や

大
王
　
さ
ん
候
。
男
子
四
人
こ
そ
は
先
づ
太
郎
王
子
は
東
の
帝
王
と
定
め
、
春
三
月

を
司
ら
せ
、
甲
乙
木
星
の
産
子
を
末
世
末
代
守
護
さ
せ
て
候
。
次
に
次
郎
王
子
は

南
の
帝
王
と
定
め
、
夏
三
月
を
司
ら
せ
、
丙
丁
火
星
の
産
子
を
末
世
末
代
守
護
さ

せ
て
候
。
次
に
三
郎
王
子
は
西
の
帝
王
と
定
め
、
秋
三
月
を
司
ら
せ
、
庚
辛
金
星

の
産
子
を
末
世
末
代
守
護
さ
せ
て
候
。
次
に
四
郎
王
子
は
北
の
帝
王
と
定
め
、
冬

二
月
を
司
ら
せ
、
壬
癸
水
星
の
産
子
を
末
世
末
代
守
護
さ
せ
て
候
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次
に
姫
四
人
は
四
方
星
と
申
し
て
天
に
上
げ
星
に
御
祀
り
置
き
て
候
。
各
々
男
女

共
四
方
四
天
と
所
も
分
け
置
き
て
候
ぞ
や

后
　
次
に
御
尋
申
す
。
吾
胎
内
の
七
ヶ
月
半
の
み
ど
り
子
が
無
事
に
誕
生
致
し
父
の

譲
り
と
尋
ね
た
ら
何
を
譲
に
取
ら
せ
給
ふ
ぞ
や

大
王
　
あ
ら
何
と
申
せ
し
や
。
吾
は
こ
れ
程
年
老
い
て
額
に
は
四
海
の
波
も
打
ち
越

し
に
、
梓
の
弓
を
張
り
、
耳
に
蝉
鳴
く
声
も
す
る
浪
々
た
る
身
の
上
に
、
汝
の
胎

内
に
み
ど
り
子
と
は
思
も
寄
ら
ぬ
事
な
る
が
、
た
ば
か
り
事
に
は
あ
ら
ざ
る
や

后
　
あ
ら
何
と
仰
せ
ら
れ
候
か
。
た
ば
か
り
事
と
思
召
さ
れ
候

ヘ
バ
貴
方
の
腰
の
差

添
を
借
し
給
へ
。
腹
か
き
切
り
て
緑
兒
を
御
目
に
か
け
申
す
る
ぞ
や

大
王
　
ア
ゝ
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
汝
が
左
程
に
申
す
る
な
れ
バ
た
ば
か
り
事
に
も
有
る
ま

じ
や
。
男
子
と
思
は
れ
候
か
。
又
女
子
と
思
は
れ
候
か
や

后
　
さ
ん
候
。
昔
よ
り
男
子
ハ
左
、
女
子
ハ
右
腹
と
の
事
。
王
子
四
人
は
左
腹
に
宿

り
、
姫
四
人
は
右
腹
に
宿
り
、
誕
生
致
し
候
へ
共
、
此
度
は
右
か
と
恩
ヘ
バ
左
に

替
り
、
又
左
か
と
恩
ヘ
バ
右
に
替
り
、
男
子
と
も
女
子
と
も
計
り
難
く
候

大
王
　
其
子
若
し
無
事
に
誕
生
致
し
、
男
子
に
生
れ
来
た
る
其
時
ハ
中
央
に
立

っ
て

中
下

一
萬
八
千
里
を
司
ら
せ
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
は
黄
な
る
御
幣

を
立
て
、
地
よ
り
上
を
バ
戊
の
里
地
よ
り
下
を
バ
己
の
郡
、
戊
己
土
星
の
産
子
末

世
末
代
守
護
さ
せ
給
へ
。
父
の
譲
と
し
て
唐
土
の
巻
物
日
本
の
系
固
神
通
の
弓
に

縞
黄
金
の
鎧
、
刃
は
大
刀
奇
明
れ
ん
大
馬
叙
と
申
す
る
也
。
又
こ
の
叙
と
申
す
る

ハ
古
天
竺
に
於
て
九
萬
鍛
冶
と
て
鍛
冶
屋
あ
り
。
中
に
名
鍛
冶
白
屋
若
者
と
云
ふ

鍛
冶
が
唐
炭
千
俵
取
り
寄
せ
て
、
唐
金
七
駄
も
か
つ
ぎ
よ
せ
、
三
年
三
月
も
鍛
ヘ

た
る
叙
に
て
候
。
今
こ
の
飢
を
バ
八
月
十
五
夜
朧
月
夜
に
当
て
見
れ
バ
叙
と
ハ
見

へ
ず
、
駒
の
頭
に
さ
も
似
た
り
。
故
に
大
馬
叙
と
申
す
る
也
。
此
創
を
バ

一
寸
抜

け
バ

一
千
人
、
二
寸
抜
け
バ
二
千
人
、
三
寸
抜
く
時
は
沿
ね
く
敵
の
首
に
て
も
さ

ら
り
と
落
つ
る
叙
な
り
。
未
だ
均
等
な
る
五
行
の
文
字
の
入
り
た
る
黄
な
る
御
旗

を

一
流
、
こ
れ
を
譲
り
と
ら
せ
置
く

又
若
し
女
子
に
生
れ
た
る
其
時
は
、
苔
の
草
子
に
玉
手
箱
こ
れ
を
譲
り
取
ら
せ
置

く
程
に
、
民
の
方
に
岩
の
室
に
て
納
め
置
き
、
四
方
四
面
に
注
連
を
張
り
合
番
な

さ
れ
や
后
の
宮
殿

后
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
男
女
八
人
緑
兒
に
至
る
迄
譲
り
御
状
を
取
ら
せ
給
ひ
し
が
、
吾

身
を
バ
如
何
遊
ば
し
給
ふ
ぞ
や

大
王
　
あ

ヽ
汝
に
も
取
ら
す
る
べ
し
。
大
王
怒
し
く
思
ふ
な
ら
見
て
も
慰
め
此
鏡
、

大
王
声
が
聞
き
た
く
バ
打

っ
て
慰
さ
め
こ
の
鼓
、
唐
の
鏡
に
唐
鼓
、
こ
れ
を
譲
り

取
ら
せ
置
く
べ
し

后
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
御
黍
じ
け
な
き
事
に
て
候
。
さ
れ
バ
名
残
の
歌
を

一
首
連
ら
ね

バ
や
と
存
候

后
歌
　
得
て
取
り
て
う
れ
し
か
ら
ざ
る
こ
の
鏡
　
見
る
度
毎
に
濡
る

ゝ
袖
か
な

大
王
歌
　
ぬ
る

ヽ
と
も
汝
は
袖
が
あ
れ
バ
こ
そ
　
只
々
朽
ち
果
て
る
身
こ
そ
つ
ら

け
れ

某
は
四
人
王
子
に
四
人
の
姫
男
女
八
人
后
の
宮
緑
兄
に
至
る
迄
譲
り
御
状
を
取
ら

せ
て
候
。
こ
れ
よ
り
も
朝
日
の
里
日
の
叢
雲
に
入
ら
バ
や
と
存
候

太
郎
出
歌
　
春
立
ち
と
云
ふ
ば
か
り
に
て
三
吉
野
の
山
は
枯
れ
て
今
朝
は
見
ゆ
ら
ん

次
郎
出
歌
　
夏
山
や
森
の
梢
が
高
け
れ
バ
空
に
は
蝉
の
唄
声
ぞ
す
る

太
郎
　
抑
御
前
に
罷
り
出
で
た
る
某
ハ
如
何
な
る
者
と
か
思
ふ
ら
ん
。
那
岐
那
美
二
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柱
の
神
の
譲
り
を
受
け
、
第

一
番
に
生
れ
出
で
た
る
太
郎
久
々
延
遅
命
と
は
吾
事

に
て
候
。
さ
あ
る
間
某
は
こ
れ
よ
り
青
帝
青
龍
王
と
顕
じ
、
東
の
帝
王
と
な
お
り
、

春
三
月
九
十
日
を
司
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
は
青
き
御
幣
を
立

て
、
地
よ
り
上
を
バ
甲
の
里
地
よ
り
下
を
バ
乙
の
郡
、
甲
乙
木
星
の
産
子
を
末
世

末
代
守
護
致
さ
バ
や
と
存
候

次
郎
　
抑
御
前
に
罷
り
出
で
た
る
某
ハ
、
如
何
な
る
者
と
か
思
ふ
ら
ん
。
那
岐
那
美

二
柱
の
神
の
譲
り
を
受
け
、
吾
は
第
二
番
に
生
れ
出
で
た
る
次
郎
迦
具
土
命
と
は

某
の
事
に
て
候
。
さ
あ
る
間
某
は
こ
れ
よ
り
赤
帝
赤
龍
王
と
顕
じ
、
南
の
帝
王
と

な
お
り
、
夏
二
月
九
十
日
を
司
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
ハ
赤
き
御

幣
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
バ
丙
の
里
地
よ
り
下
を
バ
丁
の
郡
、
丙
丁
火
星
の
産
子

末
世
末
代
守
護
致
さ
バ
や
と
存
侯

太
郎
歌
　
榊
は
や
常
盤
の
色
の
始
に
は
　
繁
る
木
立
は
久
々
延
遅
の
神

次
郎
歌
　
な
の
め
し
て
姿
は
見
へ
ぬ
石
と
金
　
打
ち
出
す
る
ハ
迦
具
土
神

三
郎
出
歌
　
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見

へ
ね
ど
も

　

風
の
音
に
ぞ
現
は
れ
ぞ

す
る

四
郎
出
歌
　
冬
来
り
誰
か
は
告
げ
し
薄
氷
　
溶
け
た
と
告
げ
し
山
廻
り
し
て

三
郎
　
抑
御
前
に
罷
り
出
で
た
る
某
ハ
、
如
何
な
る
者
と
か
恩
ふ
ら
ん
。
那
岐
那
美

二
柱
神
の
譲
り
を
受
け
、
吾
は
第
三
番
に
生
れ
出
で
た
る
三
郎
金
山
彦
命
と
は
吾

事
に
て
候
。
さ
あ
る
間
某
は
こ
れ
よ
り
白
帝
白
龍
王
と
顕
じ
、
西
の
帝
王
と
な
を

り
秋
三
月
九
十
日
を
司
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
ハ
白
き
御
幣
を
立

て
、地
よ
り
上
を
バ
庚
の
里
地
よ
り
下
を
バ
辛
の
郡
、
庚
辛
金
星
の
産
子
末
世
末

代
守
護
致
さ
バ
や
と
存
候

四
郎
　
抑
御
前
に
罷
り
出
で
た
る
某
ハ
如
何
な
る
者
と
か
思
ふ
ら
ん
。
那
岐
那
美
二

柱
神
の
譲
り
を
受
け
、
吾
は
第
四
番
に
生
れ
出
で
た
る
四
郎
水
波
能
売
命
と
は
吾

事
に
て
候
。
さ
あ
る
間
某
ハ
こ
れ
よ
り
男
帝
黒
龍
王
と
顕
じ
、
北
の
帝
王
と
な
を

り
、
冬
三
月
九
十
日
を
司
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に
ハ
黒
き
御
幣
を

立
て
地
よ
り
上
を
バ
壬
の
里
地
よ
り
下
を
バ
癸
の
郡
、
壬
癸
水
星
の
産
子
末
世
末

代
守
護
致
さ
バ
や
と
存
候

二
郎
歌
　
現
は
る

ゝ
皆
も
頼
も
し
影
高
き
　
金
山
彦
ハ
強
き
御
心

四
郎
歌
　
雨
と
な
り
川
と
流
れ
て
草
も
木
も
　
潤
な
せ
る
ハ
水
波
能
売
神

太
郎
　
あ
ら
不
思
議
や
な
。
今
度
天
よ
り
荒
の
悪
王
が

一
人
降
り
下
り
、
吾
等
の
所

も
て
争
を
為
す
と
の
事
承

っ
て
候
程
に
、
こ
れ
よ
り
も
弟
三
柱
の
神
を
此
所
に
呼

び
出
し

一
々
直
談
仕
ら
バ
や
と
存
候

歌
　
千
早
振
る
此
所
も
高
天
原
な
れ
バ
集
り
給
へ
弟
三
柱
神

三
柱
同
音
　
兄
先
王
子
様
、
吾
々
を
此
の
所
に
呼
び
出
し
給
ふ
ハ
如
何
な
る
御
事
に

て
候
か
や

太
郎
　
さ
ん
候
。
第
三
柱
神
を
此
虎
に
呼
び
出
し
た
る
ハ
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
今
度

天
よ
り
荒
の
悪
王
が

一
人
下
り
、五
口等
の
所
も
て
争
を
為
す
と
の
事
承

っ
て
候
が
、

悪
王
方
に
味
方
為
さ
れ
候
か
、
又
吾
方
に
味
方
為
さ
れ
候
も
の
か
、
詳
し
く
様
子

を
語
り
給
へ
や
哺

三
柱
同
音
　
あ
ら
不
思
議
や
な
。
今
度
天
よ
り
荒
の
悪
王
が

一
人
降
り
下
り
、
吾
等

の
所
も
て
争
を
為
す
と
の
御
事
に
て
候
か
や

太
郎
　
さ
ん
候
。
仲
々
の
事

二
柱
　
争
を
為
す
な
れ
バ
沖
で
は
櫓
櫂
の
立
た
ぬ
程
、
陸
で
は
蹄
の
通
ら
ぬ
程
、
兵
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具
鎧
を
身
に
纏
ひ
、
弓
に
せ
き
づ
る
よ
っ
て
掛
け
か
け
す
か
や
さ
ず
お
っ
取

っ
て

兄
久
々
延
遅
命
の
な
さ
ん
ず
る
事
は
只
今
の
御
事
に
て
候

太
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
皆
々
頼
母
し
き
御
返
事
か
な
。
然
れ
バ
か
は
さ
ぬ
が
為
、

一
し
ゆ
兵
揃
ひ
を
な
し
給

へ
や
哺

三
柱
　
長

っ
て
候

四
人
兵
揃
ひ
　
さ
ぁ
て
東
方
太
郎
の
王
子
ハ
青
帝
青
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
、
ま
し

ま
せ
バ
、
青
い
龍
に
青
い
鞍
置
き
、
鎧
に
腹
巻
兜
の
緒
を
し
め
、
御
手
蔵
銭
旗
七

十
五
流
差
し
上
げ
て
、
青
龍
川
の
東
の
は
ば
た
に
六
萬
騎
の
武
者
を
揃
へ
て

一
陣

と

っ
て
控
へ
た
り

扱
も
南
方
次
郎
の
王
子
ハ
赤
帝
赤
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
ま
し
ま
せ
バ
、
赤
い
龍

に
赤
い
鞍
置
き
、
鎧
に
腹
巻
兜
の
緒
し
め
、
御
手
蔵
銭
旗
七
十
五
流
差
し
上
げ
て
、

赤
龍
川
の
南
の
は
ば
た
に
六
萬
騎
の
武
者
を
揃

へ
て

一
陣
と

っ
て
控
へ
た
り

扱
も
西
方
三
郎
の
王
子
ハ
白
帝
白
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
ま
し
ま
せ
バ
、
白
い
龍

に
白
い
鞍
置
き
、
鎧
に
腹
巻
兜
の
緒
し
め
、
御
手
蔵
銭
旗
七
十
五
流
差
し
上
げ
て

白
龍
川
の
西
の
は
ば
た
に
六
萬
騎
の
武
者
を
揃
へ
て
、　
一
陣
と

っ
て
控

へ
た
り

扱
も
、
北
方
四
郎
の
王
子
ハ
黒
帝
黒
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
ま
し
ま
せ
バ
、
黒
い

龍
に
黒
い
鞍
置
き
、
鎧
に
腹
巻
兜
の
緒
し
め
、
御
手
蔵
銭
旗
七
十
五
流
差
し
上
げ

て
、黒
龍
川
の
北
の
は
ば
た
に
六
萬
騎
の
武
者
を
揃
へ
て

一
陣
と

っ
て
控

へ
た
り

太
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
合
せ
て
二
十
四
萬
騎
と
相
成
る
程
に
こ
れ
よ
り
も
せ
り
ば
の

城
へ
と
押
寄
せ
て
、
各
々
つ
か
さ
ど
る
城
郭
を
相
守
ら
バ
や
と
存
候

三
柱
　
襲

っ
て
候

太
郎
　
一二
夜
の
明
月
辰
の
あ
し
た
に
会
ふ
づ
る
に
て
候

三
柱
　
一
だ
ん
の
御
事
に
て
候

や
が
て
出
生
し
た
五
郎
の
王
子
は
、
父
の
名
を
知
り
た
く
、
母
の
勧
め
に
よ
っ
て

兄
た
ち
を
訪
れ
る
が
、
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
の
み
か
「お
ま
え
は
鬼
の
子
」

と
罵
ら
れ
る
。
こ
れ
を
見
て
い
た
母
か
ら
父
の
名
を
告
げ
ら
れ
た
五
郎
は
、
冷
た
い

兄
た
ち
と
戦
う
こ
と
を
決
意
し
、
武
術
を
修
業
し
て
剣
を
ま
じ
え
る
が
、
骨
肉
の
戦

い
た
る
や
…
…
こ
れ
ほ
ど
、
醜
い
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
家
督
相
続
の
闘
争
で
あ

り
、
こ
れ
を
見
た
母
は
猿
田
彦
に
相
談
す
る
。
こ
の

「猿
田
彦
」
は
猿
田
彦
の
面
を

つ
け
、
剣
を
持

っ
て
舞
う
悪
魔
払
い
の

一
人
舞
で
あ
る
。

古
い
陰
陽
五
行
説
に
従
え
ば
、
東
西
南
北
、　
一
年
三
六
〇
日
、
春
夏
秋
冬
を
、
木

火
金
水
に
分
け
て
い
る
が
、
兄
四
王
子
に
父
か
ら
与
え
ら
れ
た
春
夏
秋
冬
の
各
九
〇

日
か
ら

一
八
日
ず
つ
を
五
郎
に
分
け
与
え
て
彼
の
所
有

「土
用
」
と
し
、
め
で
た
く

納
ま
る
の
で
あ
る
。
五
郎
の

「土
」
は
元
来
そ
の
性
の
盛
ん
な
と
き
に
は
人
間
に
災

多
し
と
し
て
、
土
の
神
す
な
わ
ち

「土
公
神
」
を
祀
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
土
公
神

は
、
春
は
竃
、
夏
は
間
、
秋
は
井
、
冬
は
庭
に
在
る
と
し
て
、
い
ず
れ
も
そ
の
場
所

を
祀
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
昔
、
曲辰
民
大
衆
に
関
係
の
深
か
っ
た
土
用
が
、

な
ぜ
か
よ
う
に
四
季
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
は

一
般
農
民
に
は

理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

神
楽
の
五
郎
の
王
子
は
、
こ
の
点
を
わ
か
り
や
す
く
解
明
す
る
た
め
に
、
『古
事

記
』
の
神
々
の
成
立
に
中
国
の
陰
陽
五
行
を
混
成
し
て
舞
劇
化
し
た
も
の
で
、
お
よ

そ
四
〇
場
面
か
ら
成

っ
て
演
舞
の
時
間
は
二
時
間
ほ
ど
の
長
い
も
の
で
あ
る
。
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五
郎
出
歌
　
天
下
る
天
の
叢
雲
袖
ふ
り
て
　
下
り
し
神
は
埴
安
の
神

五
郎
出
歌
　
エエ
ち
出
で
し
峯
の
岩
を
バ
雲
と
見
て
　
空
行
月
は
お
ぼ
ろ
月
な
り

五
郎
出
歌
　
旅
の
空
山
路
の
奥
に
行
き
暮
れ
て
　
結
ぶ
庵
に
露
は
な
り
け
り

五
郎
出
歌
　
一早
木
迄
埴
安
彦
の
神
代
よ
り
恵
を
受
け
て
住
め
る
吾
國
に

五
郎
　
抑
御
前
に
罷
り
出
で
た
る
某
は
如
何
な
る
者
と
か
思
ふ
ら
ん
。
那
岐
那
美
二

柱
の
神
の
譲
を
受
け
第
五
番
目
に
生
れ
出
で
た
る
五
郎
埴
安
彦
命
と
ハ
吾
事
に
て

候
。
さ
あ
る
間
某
ハ
、
年
い
と
け
な
き
時
天
上
高
天
原
に
學
間
に
上
り
山
野
の
有

様
を
習
ひ
受
け
今
成
人
致
し
候
虎
、
何
所
と
も
な
く
燕

一
番
飛
び
末
た
り
互
に
巣

を
組
み
十
二
の
雛
を
生
み
揃
へ
。
あ
の
鳥
を
父
と
囀
づ
る
鳥
も
あ
り
、
母
と
囀
づ

る
鳥
も
あ
る
。
残
り
し
鳥
は
舎
兄
舎
弟
と
囀
づ
る
也
。
あ
れ
を
見
こ
れ
を
聞
く
に

鳥
類
で
き
へ
父
母
を
尋
ぬ
る
事
の
う
ら
や
ま
し
さ
に
吾
七
才
に
な
れ
ど
も
未
だ
父

母
と
い
ふ
事
を
知
ら
ず
。
こ
れ
よ
り
下
界
に
天
降
り
父
母
の
行
く
へ
を
尋
ね
行
か

バ
や
と
存
候

歌
　
尋
ね
行
く
麓
の
道
ハ
敷
多
な
り
　
空
行
く
月
は
お
ぼ
ろ
月
な
り

五
郎
　
そ
れ
よ
り
直
に
思
ひ
立
ち
十
日
百
日
行
き
越
へ
て
来
た
る
虎
は
中
津
國
、
母

后
の
御
舘
も
程
近
く
見
へ
て
候
。
昔
ハ
今
に
愛
は
り
末
て
門
は
あ
れ
ど
も
一扉
な
し

築
地
ハ
あ
れ
ど
大
家
な
し
。
む
く
ろ
は
壁
に
争
ふ
て
鹿
の
伏
し
た
る
跡
は
あ
れ
ど

も
何
時
人
通
ふ
た
風
情
か
な
、
あ
ら
残
問
し
き
風
情
か
な
。
吾
年
に

一
度
婦
り
末

て
庭
草
踏
ん
だ
る
事
な
れ
バ
か
程
乱
れ
も
す
ま
い
も
の
、
吾
三
オ
の
時
植
置
き
し

櫻
も
早
枝
折
り
頃
に
成
り
て
候
。
之
に
て

一
首
連
ね
バ
や
と
存
候

歌
　
古
の
花
が
も
の
言
ふ
代
な
り
せ
バ
う
ち
の
様
子
を
語
れ
こ
の
花

此
の
花
に
古
を
語
れ
と
云
ふ
け
れ
ど
も
、
此
花
物
云
ふ
事
は
な
し
先
づ
く
繁
み
の

草
を
押
し
分
け
て
案
内
致
さ
ん

如
何
に
大
臣
、
母
后
の
宮
殿
に
案
内
致
せ
よ

大
臣
　
畏

っ
て
候
、
案
内
申
す
宮
ノ
内
仔
細
語
ら
ん
門
の
こ
な
た
に

后
　
誰
ぞ
や
彼
程
用
心
巌
し
き
門
外
に
荒
立
つ
声
を
張
り
上
げ
て
案
内
仔
細
と
の
た

ま
ふ
ハ
、
何
所
何
人
に
て
渡
ら
せ
給
ふ
ぞ
や

五
郎
　
さ
ん
候
。
某
ハ
五
郎
埴
安
彦
命
に
て
候

后
　
五
郎
埴
安
彦
命
は
何
と
し
て
此
所
に
参
ら
れ
候
か
や

五
郎
　
参
る
も
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
吾
年
若
き
時
ハ
父
の
所
望
ほ
し
か
ら
ず
し
て
天

上
高
天
原
に
参
り
、
今
成
人
致
し
候
虎
太
刀
の
置
き
虎
兵
具
鎧
の
納
め
所
駒
の
休

め
所
と
て
も
無
く
、
吾
に
も
父
の
所
望
こ
れ
あ
ら
ん
。
何
卒
御
教

へ
給

へ
や
哺

后
　
如
何
に
五
郎
、
汝
に
は
父
と
て
は
無
く
母
と
て
自
ら

一
人
な
る
ぞ
や

五
郎
　
あ
ら
不
審
な
る
事
を
仰
せ
ら
れ
候
哉
。
天
な
く
し
て
雨
降
ら
ず
地
な
く
し
て

草
木
そ
だ
た
ぬ
。
父
な
く
し
て
種
を
り
ず
母
な
く
し
て
吾
生
れ
末
た
ら
ん
や
。
大

野
が
原
の
叢
も
夜
降
る
露
を
父
と
し
て
朝
の
露
を
母
と
し
て
腸
々
つ
わ
っ
て
穂
に

生
ず
る
と
云
ひ
け
れ
共
、
疑
ひ
の
母
は
あ
れ
共
父
は
な
し
早
々
誠
の
事
を
教

へ
給

へ
や
哺

后
　
い
や
ノ
ヽ
、
汝
ハ
天
の
か
ざ
子
な
ら
ん
や

五
郎
　
な
ほ
ば
た
と

へ
が
御
座
候
。
天
の
か
ざ
子
と
申
す
る
ハ
こ
れ
よ
り
辰
巳
に
営

た
り
女
護
ヶ
島
あ
り
。
こ
の
島
に
こ
そ
日
本
よ
り
吹
き
末
る
風
を
妻
と
し
て
ま
う

く
る
も
女
子
生
る

ヽ
も
女
子
男
子
な
く
し
て
女
子
ば
か
り
、
某
男
子
に
生
れ
末
る

風
情
か
な
。
早
々
誠
の
事
を
教
へ
給
へ
や
哺

后
　
如
何
に
五
郎
、
そ
れ
程
に
父
の
所
望
ほ
し
く
候
ヘ
バ
こ
れ
よ
り
も
東
の
方
に
営
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り
太
郎
王
子
が
を
は
し
ま
す
。
又
南
に
次
郎
王
子
西
に
三
郎
王
子
北
に
四
郎
王
子

が
を
は
し
ま
す
。
そ
れ
に
参
り
所
望
乞
ひ
給

へ
や
哺

五
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
父
の
手
な
れ
し
駒
に
木
綿
鞍
を
き
せ
、
霞
の
鞭
を
取
り
揃

ヘ

束
の
中
下

一
萬
八
千
里
を
只

一
時
に
馳
せ
行
か
バ
や
と
存
候

ま
づ
千
里
を
ノ
ヽ
と
走
り
末
て
向
ふ
は
る
か
に
見
渡
せ
バ
大
郎
王
子
の
御
舘
と

打
見
へ
て
八
棟
造
り
の
御
殿
あ
り

先
づ
東
を
き

っ
と
眺
む
れ
バ
春
の
景
色
と
打
見
へ
て
櫻
や
梅
や
咲
き
乱
れ
、
い
つ

も
春
よ
と
面
白
や
。　
一
首
の
歌
に
と
書
く
ば
か
り
、
鶯
は
く
未
だ
巣
の
内
に
居
る

や
ら
も
、
春
は
末
た
れ
ど
歌
贅
ぞ
せ
ん

ま
づ
南
を
き

っ
と
眺
む
れ
バ
夏
の
景
色
と
打
見

へ
て
蝉
の
諸
聾
訪
れ
て
、
い
つ
も

夏
よ
と
面
白
や
。　
一
首
の
歌
に
と
書
く
ば
か
り
、
夏
蝉
な
く
木
葉
の
中
に
と
か
く

れ
居
り
、
小
な
る
贔
で
現
は
れ
ぞ
す
る

先
づ
西
を
き

っ
と
眺
む
れ
バ
秋
の
景
色
と
打
見

へ
て
鹿
の
諸
蕗
訪
れ
て
、
い
つ
も

秋
よ
と
面
白
や
。　
一
首
の
歌
に
と
書
く
ば
か
り
、
秋
束
ぬ
と
く
と
、
目
に
爽
や
か

に
見

へ
ね
ど
も
、
風
の
音
に
ぞ
現
は
れ
ぞ
す
る

マ
マ

先
づ
北
き

っ
と
眺
む
れ
バ
冬
の
景
色
と
打
見
へ
て
、
せ
い
ざ
ん
こ
う
し
て
谷
の
た

こ
う
つ
あ
ぬ
つ
ら
こ
ぎ
寒
こ
う
鳥
、
鴨
や
鴎
や
磯
千
鳥
、
羽
を
バ
波
に
た
と
ま
れ

て
足
を
バ
氷
に
閉
ぢ
ら
れ
て
立
た
う
や
立
た
ず
の
景
色
か
な
。
い
つ
も
冬
よ
と
面

白
や
。　
一
首
の
歌
に
と
書
く
ば
か
り
、
君
の
召
す
霞
の
衣
が
ほ
こ
ろ
び
て
、
雪
の

肌
に
ぞ
現
は
れ
ぞ
す
る

扱
門
外
に
立
ち
よ
り
て
見
渡
せ
バ
一
の
間
は
黒
金
二
の
問
は
赤
金
三
の
間
は
白
金
、

四
の
門
は
黄
金
な
り
。
片
枝
ハ
黄
金
片
枝
ハ
白
金
、
費
ハ
よ
う
り
ゃ
く
の
玉
の
如

く
な
り
。
四
十
二
間
の
唐
御
殿
に
太
郎
王
子
と
見

へ
て
黄
金
の
脇
息
に
打
ち
も
た

れ
、
さ
も
悠
々
た
る
風
情
か
な
。
御
殿
の
様
子
を
眺
む
れ
バ
武
士
等
が
大
勢
よ
り

集
り
て
ひ
し
め
き
か
む
ろ
い
つ
い
て
あ
り
。
か

っ
て
の
方
を
見
て
あ
れ
バ
十
七
八

な
る
女
郎
等
が
む
く
ろ
い
つ
い
て
羽
子
つ
い
て
、
小
琴
を
奏
し
て
見
せ
物
語
り
こ

れ
も
現
夜
の
面
白
や
。
馬
屋
の
方
を
見
渡
せ
バ
馬
を
き
鞍
に
百
騎
二
百
騎
立
ち
列

べ
物
に
小
具
足
取
り
揃
へ
、今
で
も
何
事
あ
る
な
れ
バ
御
用
に
立
た
ん
景
色
か
や
。

こ
れ
程
用
心
巌
し
き
門
外
に
立
ち
寄
り
て
長
々
物
云
ふ
事
な
し
。
ま
づ
ノ
ヽ
、
案

内
を
致
さ
ん
、
如
何
に
大
臣

（大
臣

　

「御
前
に
候
し

太
郎
王
子
に
案
内
致
せ
よ

大
臣
　
畏

っ
て
候
。
案
内
申
す
宮
の
内
仔
細
申
さ
ん
門
の
こ
な
た
に

太
郎
　
誰
ぞ
や
、
こ
れ
程
用
心
巌
し
き
門
外
に
あ
り
立
つ
書
を
張
り
上
げ
て
案
内
仔

細
と
は
何
所
何
人
に
て
渡
ら
せ
給
ふ
ぞ
や

五
郎
　
さ
ん
候
。
某
ハ
末
子
に
生
れ
出
で
た
る
五
郎
埴
安
彦
命
に
て
候

太
郎
　
あ
ら
不
思
議
よ
な
。
吾
弟
に
当
り
五
郎
埴
安
彦
命
と
は
今
日
迄
夢
々
存
ぜ
ぬ

王
子
な
り
。
又
何
と
し
て
此
所
に
参
ら
れ
候
か
や

五
郎
　
さ
ん
候
。
参
る
も
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
吾
年
若
き
時
天
上
高
天
原
に
ま
ひ
昇
り

学
問
致
し
今
成
人
致
し
候
虎
、
太
刀
の
置
き
所
兵
具
鎧
の
納
め
虎
、
駒
の
体
め
所

と
て
も
な
く
四
方
四
天
と
な
さ
れ
し
内
を
吾
に
も
父
の
所
望
と
し
て
、
四
つ
の
朝

廷
を
五
つ
に
配
分
な
せ
と
の
乞
ひ
願
ひ
に
参
り
て
候

太
郎
　
仲
々
の
事
、
四
つ
の
朝
廷
を
五
つ
に
配
分
な
す
事
ハ
相
叶
ひ
申
さ
ん
。
早
々

立
ち
去
り
給

ヘ

五
郎
　
配
分
な
さ
ら
ん
に
於
て
ハ
立
ち
去
る
事
ハ
相
成
り
申
さ
ん
。
早
々
配
分
を
な
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し
給
ヘ

太
郎
　
よ
く
ノ
ヽ
、
聞
き
給
へ
。
吾
々
年
幼
少
な
る
時
ハ
父
に
離
れ
母
后
の
宮
殿
ハ

年
若
ふ
し
て
夫
に
離
れ
給
ひ
、
男
子
四
人
姫
四
人
男
女
八
人
こ
そ
は
承
は
り
候

へ

共
男
女
九
人
と
云
ふ
事
は
今
日
迄
夢
々
存
ぜ
ず
。
早
々
玄
開
先
を
立
ち
去
り
給

ヘ

五
郎
　
如
何
に
太
郎
王
子
よ
く
ノ
ヽ
、
聞
き
給

へ
。
夢
々
存
ぜ
ぬ
と
仰
せ
ら
れ
候
ハ

尤
も
の
事
也
。
某
ハ
母
の
胎
内
七
月
半
の
み
ど
り
兒
に
て
父
の
山
路
の
御
供
仕
り

候

へ
び
」
れ

一
腹

一
所
の
兄
弟
に
は
間
違
は
な
し
。
早
々
配
分
な
し
給
へ
や
哺

太
郎
　
仲
々
の
事
、
配
分
な
す
事
ハ
相
叶
ひ
申
さ
ん
。
某
ハ
父
王
子
様
の
仰
せ
に
ハ

青
帝
青
龍
王
と
現
じ
、
東
の
帝
王
と
な
を
り
春
三
月
を
司
り
、
甲
乙
木
星
の
産
子

を
末
世
末
代
守
護
せ
ん
事
ハ
某
の
業
な
り
。
汝
幾
萬
日
所
望
願
ふ
と
も
相
叶
ひ
申

さ
ん
。
早
々
立
ち
の
き
給

ヘ

五
郎
　
兄
先
王
子
様
ハ
各
々
司
る
か
ど
有
レ
之
候

へ
共
、
某
ハ
末
子
に
生
れ
出
で
た

る
に
依
て
未
だ
司
る
か
ど
無
レ
之
、
早
々
配
分
な
し
給
ヘ

太
郎
　
さ
れ
バ
色
よ
き
返
事
を
つ
か
は
さ
ん
。
是
よ
り
南
に
営
り
次
郎
火
具
槌
命
が

を
は
し
ま
す
。
そ
れ
に
参
り
所
望
乞
ひ
給

へ
や
哺

五
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
兄
の
意
に
ま
か
せ
こ
れ
よ
り
南
方
次
郎
王
子
の
舘
に
参
り
大

音
あ
げ
て
所
望
乞
は
ば
や
と
存
候

翁
案
内
申
す
宮
ノ
内
仔
細
申
さ
ん
門
の
こ
な
た
に
し

次
郎
　
誰
ぞ
や
、
こ
れ
程
用
心
巌
し
き
門
外
に
あ
り
た
る
声
を
張
り
上
げ
て
案
内
仔

細
と
は
、
如
何
な
る
王
子
に
て
渡
ら
せ
給
ふ
ぞ
や

五
郎
　
さ
ん
候
某
ハ
末
子
に
生
れ
出
で
た
る
五
郎
埴
安
彦
命
に
て
候

次
郎
　
あ
ら
不
思
議
や
な
、
吾
弟
に
当
る
五
郎
埴
安
彦
命
と
は
今
日
迄
夢
々
存
ぜ
ぬ

王
子
な
り
。
又
何
と
し
て
参
ら
れ
候
か
や

五
郎
　
参
る
は
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
某
幼
き
時
天
上
高
天
原
に
舞
昇
り
山
野
の
有
様

を
習
ひ
受
け
今
、
成
人
致
し
候
虎
太
刀
の
置
き
虎
兵
具
鎧
の
納
め
虎
駒
の
体
め
所

と
て
も
な
く
、
四
方
四
天
と
な
さ
れ
し
内
を
吾
に
も
父
の
所
望
と
し
て
、
五
つ
に

配
分
な
せ
と
乞
ひ
願
ひ
に
参
り
て
候

次
郎
　
仲
々
の
事
、
こ
の
四
つ
の
御
門
を
五
つ
に
配
分
な
す
事
ハ
決
し
て
相
叶
ひ
申

さ
ず
。
早
々
立
ち
の
き
給

ヘ

五
郎
　
配
分
な
さ
ら
ん
に
於
て
ｆ
工
去
る
事
ハ
相
叶
ひ
申
さ
ず
。
早
々
配
分
な
し
給
ヘ

次
郎
　
如
何
五
郎
よ
く
ノ
ヽ
、
聞
き
給
へ
。
吾
々
ハ
年
幼
少
の
時
父
に
は
な
れ
母
后

の
宮
は
年
若
く
し
て
夫
に
は
な
れ
給
ひ
し
は
、
男
子
四
人
姫
四
人
男
女
八
人
と
こ

そ
は
承
り
て
候

へ
共
、
男
女
九
人
と
云
ふ
事
ハ
今
日
迄
夢
々
存
ぜ
ず
。
早
々
立
去

り
給

へ
や
哺

五
郎
　
夢
々
存
ぜ
ん
と
申
さ
れ
し
ハ
尤
も
の
事
也
、
某
ハ
母
の
胎
内
七
月
半
に
て
父

の
山
路
の
御
供
仕
り
候

ヘ
バ
是

一
腹

一
所
の
兄
弟
に
ハ
間
違
は
な
し
。
早
々
配
分

な
し
給

ヘ

次
郎
　
よ
く
ノ
ヽ
、聞
き
給
へ
。
一
一柱
の
神
の
仰
せ
に
ハ
某
は
赤
帝
赤
龍
王
と
現
じ
て

南
の
帝
王
と
な
を
り
夏
二
月
を
司
り
、
丙
丁
火
性
の
産
子
末
世
末
代
守
護
せ
ん

事
ハ
某
の
業
な
り
。
汝
幾
萬
日
所
望
願
ふ
共
相
叶
ひ
申
さ
ず
。
早
々
立
の
き
給
ヘ

五
郎
　
兄
先
王
子
等
ハ
各
々
司
る
か
ど
有
レ
之
候

へ
共
、
某
ハ
末
子
に
生
れ
出
で
た

る
者
な
れ
バ
未
だ
司
る
か
ど
無
レ
之
早
々
配
分
な
し
給

ヘ

次
郎
　
さ
れ
バ
色
よ
き
返
事
を
使
は
さ
ん
。
今
日
ハ
営
虎
神
社
の
御
祭
程
に
付
き
も

の
云
ふ
事
ハ
萬
事
容
赦
せ
よ
と
の
事
な
れ
ば
、
是
よ
り
西
方
三
郎
王
子
に
参
り
大
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音
あ
げ
て
所
望
乞
ひ
給

へ
や
哺

五
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
兄
の
意
に
ま
か
せ
是
よ
り
西
方
三
郎
王
子
に
参
り
大
音
あ
げ

て
所
望
乞
は
ば
や
と
存
候

へ

（次
に
三
郎
と
五
郎
の
掛
合
は
前
方
ハ
兄
王
子
と
同
じ
故
省
略
）

二
郎
　
某
ハ
ニ
柱
の
神
の
仰
せ
に
は
、
白
帝
白
龍
王
と
現
じ
西
の
帝
王
と
な
を
り
秋

三
月
を
掌
ど
り
庚
辛
金
性

の
産
子
末
世
末
代
守
護
せ
ん
事
ハ
某
の
業
な
り
。
汝

如
何
程
願
ふ
共
配
分
な
す
事
相
叶
は
ず
。
早
々
玄
関
先
を
立
ち
の
き
給

ヘ

五
郎
　
兄
先
王
子
等
ハ
夫
々
掌
ど
る
か
ど
有
レ
之
候
へ
共
、
某
ハ
末
子
に
生
れ
出
で

た
る
者
な
れ
バ
未
だ
掌
と
る
虎
無
レ
之
、
早
々
配
分
な
し
給
へ
や
哺

二
郎
　
さ
れ
バ
色
よ
き
返
事
を
つ
か
は
さ
ん
。
是
よ
り
北
に
営
り
北
方
四
郎
王
子
が

お
は
し
ま
す
程
に
、
そ
れ
に
参
り
て
所
望
乞
ひ
給
へ
や
哺

五
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
兄
の
意
に
ま
か
せ
北
方
四
郎
王
子
に
参
り
所
望
乞
は
ば
や
と

存
候

翁
案
内
申
す
宮
ノ
内
仔
細
申
さ
ん
四
郎
舘
に
し

四
郎
　
誰
ぞ
や
、
こ
れ
程
用
心
巌
し
き
門
外
に
荒
々
し
き
啓
を
張
り
上
げ
て
案
内
仔

細
と
は
何
所
何
人
に
候
か
や

五
郎
　
さ
ん
候
。
某
末
子
に
生
れ
出
た
る
五
郎
埴
安
彦
命
に
て
候

四
郎
　
あ
ら
不
思
議
や
な
、
吾
弟
に
営
る
五
郎
埴
安
彦
命
と
は
今
日
迄
夢
々
存
ぜ
ん

王
子
な
り
。
又
何
と
し
て
此
虎
に
参
ら
れ
候
や

五
郎
　
参
る
も
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
吾
年
幼
き
時
天
上
高
天
原
に
ま
ひ
昇
り
山
野
の

有
様
を
習
ひ
受
け
今
、
成
人
致
し
候
虎
、
太
刀
の
置
き
所
兵
具
鎧
の
納
め
所
駒
の

体
め
所
と
て
も
な
く
、
四
方
四
天
と
な
さ
れ
し
内
を
吾
に
も
父
の
所
望
と
し
て
五

つ
に
配
分
な
せ
と
の
乞
願
ひ
に
参
り
て
候

四
郎
　
よ
く
ノ
ヽ
、
聞
き
給
へ
。
吾
々
年
幼
少
な
る
時
バ
父
に
離
れ
母
后
の
宮
殿
ハ
年

若
く
し
て
夫
に
は
な
れ
給
ひ
し
は
、
男
子
四
人
姫
四
人
男
女
八
人
と
こ
そ
承
り
て

候

へ
。
共
男
女
九
人
と
云
ふ
事
ハ
今
日
迄
夢
々
存
ぜ
ず
。
早
々
立
去
り
給
ヘ

五
郎
　
夢
々
存
ぜ
ん
と
ハ
尤
も
の
事
也
。
吾
バ
母
の
胎
内
七
月
半
に
て
父
の
山
路
の

御
供
仕
り
候

ヘ
バ
、
こ
れ

一
腹

一
所
の
弟
に
は
間
違
ひ
は
な
し
。
早
々
配
分
な
し

給
ヘ

四
郎
　
よ
く
ノ
ヽ
、聞
き
給
へ
。
二
柱
の
神
の
仰
せ
に
ハ
某
は
黒
帝
黒
龍
王
と
現
じ
北

の
帝
王
と
な
を
り
冬
三
月
を
掌
ど
り
、
壬
癸
水
性
の
産
子
末
世
末
代
守
護
せ
ん
事

ハ
某
の
業
な
り
。
汝
如
何
程
乞
ひ
願
う
共
相
叶
ひ
申
さ
ず
。
早
々
立
ち
の
き
給

ヘ

五
郎
　
兄
先
王
子
等
ハ
各
々
掌
ど
る
門
有
レ
之
候

へ
共
、
某
は
末
子
に
生
れ
出
で
候

ヘ
バ
未
だ
掌
ど
る
門
無
レ
之
、
早
々
配
分
な
し
給

ヘ

四
郎
　
さ
れ
バ
兄
三
人
に
参
ら
れ
候
か
、
又
吾

一
人
に
参
ら
れ
候
か
や

五
郎
　
さ
ん
候
。
太
郎
に
乞

へ
ば
次
郎
に
乞

へ
、
次
郎
に
乞

ヘ
バ
三
郎
に
乞

へ
、
三

郎
に
乞

ヘ
バ
四
郎
に
乞

へ
と
の
返
事
に
て
候
。
最
早
行
く
先
も
卿
座
な
く
早
々
配

分
な
し
給
ヘ

四
郎
　
兄
三
人
が
吾

一
人
に
返
答
せ
よ
と
の
事
成
れ
バ
い
で
く
返
答
仕
ら
ん

五
郎
　
色
よ
き
返
事
を
な
さ
れ

四
郎
　
し
ば
ら
く
其
所
に
て
御
思
案
召
さ
れ
神
通
の
弓
に
方
便
の
鏑
矢
を
番

へ
、
五

郎
の
胸
先
を

一
矢
に
い
か
け
ん

五
郎
　
如
何
に
四
郎
王
子
吾
前
に
方
便
の
鏑
矢
が
参
り
て
候
が
、
如
何
な
る
仔
細
か

語
り
候
へ

―-53-―



四
郎
　
そ
れ
ハ
御
不
審
御
尤
、
吾
家
の
裏
の
泉
水
に
鴛
鶯
、
鴨
、
水
鳥
が
足
を
バ
氷

に
閉
じ
め
ら
れ
羽
を
バ
波
に
た

ゝ
ま
れ
て
、
朝
日
を
待

っ
て
立
た
う
や
立
た
ん
の

虎
を

一
羽
取
ら
ん
と
恩
ひ

一
矢
射
か
け
て
候
が
、
そ
れ
が
御
身
の
前
に
行
き
て
候

か
、
何
の
仔
細
も
ま
し
ま
さ
ん
。
元
の
御
座
に
控
へ
給
ヘ

五
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
計
略
事
と
は
思
へ
共
、
元
の
御
座
に
控

へ
て
候

四
郎
　
さ
き
ほ
ど
の
方
便
の
鏑
矢
引
き
遅
れ
て
候
が
、
此
度
ハ
藤
巻
の
賓
叙
を
以
て

五
郎
の
首
を
大
袈
裟
に
斬
ら
ん

五
郎
　
如
何
に
四
郎
王
子
、
先
程
の
鏑
矢
こ
そ
不
審
に
思
ひ
し
に
又
も
や
藤
巻
の
賓

叙
の
投
げ
打
と
は
如
何
な
る
仔
細
か
語
り
給

ヘ

四
郎
　
そ
れ
ハ
御
不
審
御
尤
な
れ
共
、
吾
家
と
申
す
る
ハ
北
鬼
ま
ん
國
が
近
け
れ
バ

産
婆
國
と
云
ふ
鬼
が
三
度
夜
三
二
度
く
る
程
に
藤
巻
の
賓
飢
を
以
て
排
ふ
て
候
が
、

其
れ
が
御
身
の
前
に
行
き
て
候
か
、
何
の
仔
細
も
ま
し
ま
さ
ん
。
元
の
御
座
に
直

り
給
ヘ

五
郎
　
如
何
に
四
郎
王
子
、
先
程
よ
り
種
々
様
々
の
計
略
事
を
成
し
給
ひ
し
が
そ
れ

も
恐
れ
る
五
郎
で
な
い
。
早
々
色
よ
き
返
事
を
な
し
給
ヘ

四
郎
　
さ
れ
バ
色
よ
き
返
事
を
使
は
さ
ん

五
郎
　
早
々
返
答
な
し
給
ヘ

四
郎
　
こ
れ
よ
り
北
に
営
り
鬼
萬
園
あ
り
。
山
波
王
と
い
ふ
鬼
に
行
き
所
望
乞
ひ
給

ヘ

五
郎
　
吾
を
鬼
の
子
と
申
す
る
ハ
如
何
な
る
仔
細
か
語
り
給

ヘ

四
郎
　
さ
れ
バ
語
り
聞
か
せ
ん
。
汝
は
年
幼
少
な
る
に
背
高
く
つ
む
り
は
四
方
に
生

へ
枝
垂
れ
雨
眼
は
日
月
の
如
し
。
奥
歯
は
三
重
に
生

へ
前
歯
は
二
重
に
生
へ
渡
り

候

ヘ
バ
鬼
の
か
ざ
子
に
あ
ら
ん
ぞ
や

五
郎
　
さ
れ
バ
こ
れ
よ
り
母
后
の
宮
殿
に
立
ち
帰
り
、
鬼
の
子
か
大
王
の
子
か
明
を

入
れ
て
参
る
。
其
時

ハ
云
ふ
た
と
云
は
ん
の
二
重
の
言
葉
は
使
は
せ
ん
ぞ
や
、

四
郎
王
子

四
郎
　
こ
の
四
郎
王
子
ハ
云
ふ
た
の
云
は
ん
の
二
重
の
言
葉
は
使
は
ん
ぞ
や
。
母
后

の
官
に
婦
ら
ず
と
山
波
王
に
参
り
所
望
乞
給
ヘ

五
郎
　
さ
れ
バ
鎧
の
草
摺
た

ゝ
み
上
げ
只

一
太
刀
と
思
へ
共
さ
す
が
兄
の
事
な
れ
バ

吾
存
分
に
も
な
り
難
し
。
こ
れ
よ
り
母
后
の
官
に
も

一
度
立
婦
り
四
郎
王
子
の
事

を
告
げ
ば
や
と
存
候

歌
　
な
さ
け
な
や
同
じ
王
子
に
生
れ
き
て
　
四
郎
王
子
に
鬼
と
云
は
れ
し

歌
　
世
の
中
に
升
に
も
足
ら
ぬ
身
を
以
て
　
行
く
先
々
で
は
か
ら
れ
ぞ
す
る

歌
　
風
吹
け
ば
な
び
か
ぬ
草
は
無
け
れ
共
　
吾
が
云
ふ
事
に
な
び
く
人
な
し

歌
　
吾
心
細
谷
川
の
丸
木
橋
　
踏
み
か
へ
さ
れ
て
濡
る

ゝ
袖
か
な

こ
れ
よ
り
今

一
度
母
后
の
宮
に
立
婦
り
、
四
郎
王
子
の
言
葉
を
告
げ
ば
や
と
存
候
。

百
敷
の
大
宮
人
か
居
ま
す
な
ら
出
合

へ
給
へ
言
語
る
ら
ん

后
宮
　
如
何
に
五
郎
ハ
何
と
し
て
三
度
此
所
に
立
婦
り
候
か
。
兄
四
人
の
返
事
ハ
如

何
に

五
郎
　
さ
ん
候
。
兄
よ
り
三
人
の
王
子
ハ
同
じ
返
事
に
て
候

へ
共
、
四
郎
王
子
の
返
事

を
こ
そ
聞
き
給
へ
や
哺
。
こ
れ
よ
り
北
に
当
り
鬼
萬
國
あ
り
山
波
王
と
云
ふ
鬼
に

行
き
所
望
乞

へ
と
の
返
事
に
て
候

后
　
ア
ゝ
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
，、
兄
三
人
の
返
事
よ
り
四
郎
王
子
の
返
事
こ
そ
聞
い
て
い
と

恥
づ
か
し
き
次
第
な
り
。
な
れ
共
こ
れ
も
兄
王
子
等
の
仰
せ
な
れ
バ
是
非
に
及
ば
ず
。
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鬼
萬
國
も
程
近
き
に
ま
し
ま
せ
バ
山
波
王
に
参
り
所
望
乞
給

へ
や
哺

五
郎
　
あ
ら
何
と
仰
せ
ら
れ
候
か
や
。
母
よ
り
も
吾
を
鬼
の
子
と
仰
せ
ら
れ
候
か
。
鬼

の
子
と
申
す
る
ハ

一
才
に
な
れ
バ

一
千
人
、
二
才
に
な
れ
バ
二
千
人
、
人
を
食
ふ

と
云
ふ
け
れ
共
、
吾
七
オ
に
な
れ
共
未
だ
人
を
食
ふ
た
る
例
な
し
。
母
后
の
仰
せ

な
ら
今
日
は
始
め
て
鬼
の
舘
に
込
め
置
き
し
三
尺
五
寸
の
俎
板
、
一
尺
八
寸
の
俎

箸
、九
寸
五
分
の
鉤
丁
取
り
揃

へ
。
母
后
の
宮
殿
を
皿
祭
に
致
さ
ん

后
　
あ
れ
五
郎
、
親
に
叙
を
向
け
る
な
ら
八
萬
地
獄
に
七
度
落
つ
る
と
申
す
ぞ
や

五
郎
　
鬼
に
地
獄
は
ま
し
ま
さ
ん
。
七
度
ハ
十
度
落
つ
る
共
抜
い
た
る
叙
に
恥
は
か

か
さ
ん
ぞ
や

い
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
た

后
　
今
死
す
る
此
身

ハ
厭
は
ね
共
思
ひ
し
事
を
語
ら
ね
バ
冥
土
の
妨
げ
と
な
る
と
や

ら
、
せ
っ
た
ば

っ
た
の
暇
を
、
た
び
給

へ
や
哺

五
郎
　
せ
っ
た
と
は
如
何
に

び
ん

后
　
せ
っ
た
と
は
其
れ
髪
の
髪
を
斬
る
か
斬
ら
ぬ
か
の
間
の
事
な
り

五
郎
　
ば

っ
た
と
は
如
何
に

后
　
ば

っ
た
と
は
夫
、
手
の
裏
を
返
へ
す
返
さ
ぬ
間
の
事
な
り

五
郎
　
さ
れ
バ
せ

っ
た
ば

っ
た
の
暇
を
遣
は
す
程
に
、
思
ひ
し
事
が
あ
る
な
れ
バ

一

一
語
り
給
へ
や
哺

后
　
ア
ヽ
五
郎
王
子
よ
く
ノ
ヽ
、
聞
き
給
へ
。
父
母
の
御
恩
の
高
き
事
、
第

一
父
の

御
恩
を
申
す
る
な
れ
バ
物
縫
い
針
を
手
に
持
ち
て
富
士
の
山
を
バ
一
時
に
崩
す
共

送
り
方
な
き
父
の
恩
、
母
の
御
恩
を
申
す
る
な
れ
バ
青
き
松
葉
を
え
こ
す
え
て
菜

種
の
菫
を
杓
に
し
て
、大
海
の
水
を

一
時
に
汲
み
乾
せ
共
、送
り
方
な
き
母
の
恩
な

る
ぞ
や
。
兄
四
人
の
王
子
等
は
皆
九
月
半
に
て
誕
生
し
た
れ
共
、汝

一
人
こ
そ
は
十

三
月
に
て
誕
生
し
、
生
れ
出
づ
れ
バ
髪
は
四
方
に
生
へ
枝
垂
れ
雨
眼
は
日
月
の
如

し
。
前
歯
は
二
重
に
生
へ
奥
歯
は
三
重
に
生
へ
渡
り
候

ヘ
バ
鬼
の
子
に
あ
ら
ん
や

と
大
野
の
原
に
捨
て
よ
と
の
事
に
候

へ
共
、
さ
す
が
吾
胎
内
を
苦
し
め
生
れ
出
で

た
る
者
な
れ
バ
余
り
不
憫
と
思
ふ
故
、
年
三
才
に
成
る
迄
ハ
自
ら
の
膝
を
た

ゝ
み

育
て
上
げ
、
炎
々
た
る
夏
の
夜
は
厚
き
衣
を
薄
く
し
て
高
き
屋
倉
に
抱
き
上
げ
て

空
吹
く
風
を
招
き
よ
せ
、
又
寒
々
た
る
冬
の
夜
は
薄
き
衣
を
厚
く
し
て
寒
き
事
に

も
あ
は
せ
ざ
る
。
是
程
御
恩
の
深
き
自
ら
に
ど
こ
に
叙
が
立
つ
物
か
、
つ
か
ば
つ

け
斬
ら
バ
斬
れ
。
抜
い
た
る
叙
に
恥
を
か

ヽ
す
な
よ
五
郎
王
子

五
郎
　
ア
ゝ
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
親
に
鋼
を
向
け
た
る
は
許
し
給

へ
。
叙
を
鞘
に
納
め
頭

を
地
に
付
け
頂
く
べ
し
。
ン」
れ
よ
り
せ
り
ば
の
城

へ
と
攻
寄
せ
て
戦
に
勝
利
を
得

た
る
な
ら
母
后
の
宮
殿
ハ
掛
養
ひ
に
致
す
る
ぞ
や

后
　
ア
ゝ
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
親
に
制
を
向
け
た
る
ハ
憎
け
れ
共
、
掛
養
ひ
と
は
愛
ら
し

や
。
さ
れ
バ
こ
れ
よ
り
父
の
譲
り
物
を
取
ら
す
べ
し
。
第

一
唐
土
の
巻
物
、
日
本

の
系
固
、
神
通
の
弓
に
縞
黄
金
の
鎧
、
飢
は
大
と
う
き
め
う
れ
ん
大
馬
銀
と
申
す

る
也
。
抑
も
此
の
叙
と
申
す
る
ハ
古
天
竺
に
於
て
九
萬
鍛
冶
と
て
鍛
冶
屋
あ
り
。

中
で
名
鍛
冶
白
屋
若
者
と
云
ふ
鍛
冶
が
唐
炭
千
俵
取
り
寄
せ
て
唐
金
七
駄
も
担
ぎ

寄
せ
、
三
年
三
ヶ
月
も
鍛
へ
た
る
飢
に
て
候
。
今
こ
の
叙
を
バ
八
月
十
五
夜
朧
月

夜
に
営
て
見
れ
バ
銀
と
は
見
へ
ず
、
駒
の
頭
に
さ
も
似
た
り
。
故
に
大
馬
創
と
申

す
る
也
。
又
此
飢
を
バ

一
寸
抜
け
バ

一
千
人
、
二
寸
抜
け
バ
二
千
人
、
三
寸
す
ら

り
と
抜
く
時
は
、
如
何
な
る
敵
の
首
に
て
も
さ
ら
り
と
落
つ
る
飢
と
申
す
る
也
。

そ
れ
に
未
だ
き
ん
と
う
な
る
五
行
の
文
字
の
入
り
た
る
黄
な
る
御
旗

一
流
父
の
譲

と
し
て
取
ら
す
る
也
。
他
の
王
子
に
は
ぬ
き
向
ふ
共
必
ず
兄
四
人
に
は
ぬ
き
向
は
ず
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兄
四
人
に
取
ら
さ
ず
共
汝
五
郎
に
取
ら
す
べ
し
。
得
て
取
り
給
へ
埴
安
彦
命

翁
案
内
申
す
宮
ノ
内
仔
細
申
さ
ん
門
の
こ
な
た
に
し

太
郎
　
如
何
に
五
郎
は
何
と
し
て
三
度
立
ち
か
へ
り
候
も
の
か

五
郎
　
此
度
は
父
の
譲
り
の
宝
叙
を
授
か
り
こ
れ
を
證
擦
と
し
て
五
つ
に
配
分
な
せ

と
乞
願
ひ
に
参
り
て
候

太
郎
　
如
何
に
父
の
譲
の
宝
叙
を
授
か
り
こ
れ
を
證
捩
と
し
て
配
分
な
せ
と
願
ふ
共

其
譲
許
り
は
相
叶
ひ
申
さ
ん
。
早
々
立
帰
り
給

ヘ

五
郎
　
如
何
に
太
郎
王
子
御
前
を
バ
何
と
か
か
ざ
り
成
さ
れ
候
か
や

太
郎
　
御
前
の
様
子
が
聞
き
度
く
バ
漸
く
の
間
相
待
ち
給
へ
。
弟
三
柱
の
神
を
呼
び

出
し
い
で
、
返
答
致
さ
ん

五
郎
　
早
々
返
答
な
さ
れ
よ

太
郎
歌
　
腹
立
つ
る
此
所
も
高
天
原
な
れ
バ
集
ま
り
給

へ
弟
三
柱
の
神

三
柱
神
　
兄
先
王
子
様
吾
々
を
此
所
に
呼
び
出
し
給
ふ
は
如
何
な
る
御
事
に
て
候
か

や
太
郎
　
さ
ん
候
。
弟
三
柱
の
神
を
此
所
に
呼
び
出
し
た
る
ハ
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
先
程

参
り
し
五
郎
の
悪
人
御
前
の
様
子
を
尋
ね
候
が
御
前
を
バ
何
と
か
語
り
給
ふ
ぞ
や

三
柱
神
　
御
前
を
バ
四
方
四
季
と
か
た
る
早
々
返
答
な
さ
れ

四
柱
同
音
　
如
何
に
五
郎
王
子
御
前
を
バ
四
方
四
季
と
か
た
る

五
郎
　
四
方
と
は
如
何

四
柱
　
東
西
南
北
こ
れ
四
方
也

五
郎
　
四
季
と
は
如
何
に

四
柱
　
春
夏
秋
久
こヽ
れ
四
季
也
。さ
候
ヘ
バ
國
土
は
四
つ
に
定
ま
っ
た
り
、
ン」
れ
也
ノ
ヽ

五
郎
　
ま
だ
ま
だ
、
四
つ
と
云

へ
共
、
五
つ
に
定
ま

っ
た
る
證
撼
が
御
座
る

四
柱
　
其
と
は
證
檬
と
は
如
何

五
郎
　
天
の
五
行
地
の
五
行
こ
れ
即
ち
五
つ
な
り

四
柱
　
天
の
五
行
と
は
如
何

五
郎
　
天
の
五
行
と
は
第

一
豊
雲
野
尊
、
第
二
國
狭
槌
尊
、
第
二

課
鮮
黎
協
畦
装
ヽ
第
五
汎
躍
鴎
雅
草
ヽ
こ
れ
即
ち
天
の
五
行
也

四
柱
　
地
の
五
行
と
は
如
何き

の
お
や
′
，
ヽ
の
ぢ
の
み
こ
と
　
　
　
　
　
ひ
の
お
や
ほ
０
す
び
の
み
こ
と

五
郎
　
地
の
五
行
と
は
木
祖
久
々
能
遅
命
、
火
祖
火
産
霊
命
、
金
祖
金
山
彦
命
、

水
祖
水
象
波
女
命
、
土
祖
埴
安
彦
命
こ
れ
即
ち
地
の
五
行
也
、
さ
候
ヘ
バ
國
土
は

五
つ
に
定
ま

っ
た
り
、
こ
れ
な
リ
ノ
ヽ

四
柱
　
ま
だ
ノ
ヽ
、
五
つ
と
云
へ
共
、
四
つ
に
定
ま

っ
た
る
確
か
な
證
採
が
ご
ざ
る

五
郎
　
其
證
擦
と
は
如
何

四
柱
　
其
證
檬
と
は
春
三
月
は
青
帝
青
龍
王
、
夏
三
月
は
赤
帝
赤
龍
王
、
秋
三
月
は

白
帝
白
龍
王
、
冬
三
月
は
黒
帝
黒
龍
王
、
さ
候

ヘ
バ
國
土
は
四
つ
に
定
ま

っ
た
り

こ
れ
な
リ
ノ
ヽ

五
郎
　
ま
だ
ノ
ヽ
、
四
つ
と
雖
も
五
つ
に
定
ま

っ
た
る
確
か
な
證
採
が
御
座
る

四
柱
　
そ
の
證
撼
と
は
如
何

五
郎
　
そ
の
證
採
と
は
先
づ
人
間
に
も
五
臓
五
神
あ
り
。
先
づ
久
々
能
遅
命
は
肝
の

臓
を
す
ご
し
、
火
産
重
命
は
心
の
臓
を
す
ご
し
、
金
山
彦
命
は
肺
の
臓
を
す
ご
し
、

水
象
波
女
命
は
胃
の
臓
を
す
ご
し
、
埴
安
彦
命
は
膵
の
臓
を
す
ご
し
、
こ
れ
即
ち

人
間
五
神
也
、
さ
候

ヘ
バ
國
土
は
五
つ
に
定
ま

っ
た
り
、
こ
れ
な
リ
ノ
ヽ

四
柱
　
ま
だ
ノ
ヽ
、
五
つ
と
雖
ど
も
四
つ
に
定
ま

っ
た
る
確
か
な
證
様
が
御
座
る

、
第
四
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五
郎
　
そ
の
證
採
と
は
如
何

四
柱
　
其
證
抜
と
は
春
ハ
花
咲
か
し
、
夏
は
枝
繁
り
、
秋
は
賞
り
、
冬
は
枯
る
る
事

の
候

ヘ
バ
こ
れ
四
つ
也
。
さ
候

ヘ
バ
國
土
は
四
つ
に
定
ま

っ
た
り
こ
れ
な
リ
ノ
ヽ

五
郎
　
ま
だ
ま
だ
四
つ
と
雖
も
五
つ
に
定
ま

っ
た
る
確
か
な
證
擦
が
御
座
る

四
柱
　
そ
の
證
採
と
は
如
何

五
郎
　
其
證
撼
と
は
土
倉
あ

っ
て
土
公
神
を
祀
り
、
土
あ

っ
て
く
ど
を
塗
り
金
あ
っ

て
釜
を
据

へ
水
あ

っ
て
水
を
入
れ
、
木
あ

っ
て
木
を
く
べ
火
を
燃
や
す
事
の
候

へ

バ
こ
れ
五
つ
也
。
是
上
御

一
人
よ
り
下
萬
人
に
至
る
迄
大
小
に
開
ら
ず
こ
の
事
に

は
な
る

ゝ
者
は
な
し
。
天
地
陰
陽
萬
物

一
證
の
儀
は
こ
れ
な
リ
ノ
ヽ

三
柱
　
如
何
兄
久
々
能
遅
命
こ
の
様
な
悪
人
と
幾
萬
日
間
答
を
仕
ら
ん
。
真
叙
太
刀

先
に
て
勝
負
仕
ま
つ
ら
ん

太
郎
　
如
何
に
も
ノ
ヽ
、
間
答
に
て
ハ
勝
負

つ
か
ず
、
真
叙
太
刀
先
に
て
勝
負
せ
ん

五
郎
　
い
や
ノ
ヽ
、
間
答
に
て
勝
負
仕
ま
つ
ら
ん

四
柱
　
よ
く
ノ
ヽ
、
聞
き
給

へ
。
其
方
ハ

一
人
此
方
は
四
人
只

一
時
に
打
ち
取
る
程

に
早
々
兜
の
緒
を
締
め
て
し
っ
か
り
か
か
れ
。

五
郎
　
何
と
仰
せ
ら
れ
候
か
。
其
方
ハ
四
人
此
方
は

一
人
を
付
け
こ
み
な
さ
れ
候
か

や
四
柱
　
さ
ん
候
な
か
ノ
ヽ
の
事

五
郎
　
抑
も
こ
の
叙
と
申
す
る
ハ

一
寸
抜
け
バ
一
千
人
、
一
一寸
抜
け
バ
二
千
人
、
す
ら

り
と
抜
け
バ
汎
く
敵
の
首
に
て
も
さ
ら
り
と
落

つ
る
叙
と
申
す
る
也
。
母
后
の

仰
せ
に
は
余
の
王
子
に
は
抜
き
向
ふ
共
、
必
ず
兄
四
人
に
は
抜
き
向
は
ず
と
の
事

に
候
へ
共
、
こ
の
度
ハ
是
非
に
及
ば
ず
。
兄
四
人
に
抜
き
向
ひ
所
望
乞
ふ
べ
し
。

兜
の
緒
を
締
め
し
っ
か
と
か
か
り
給
ヘ

太
郎
　
扱
も
東
方
太
郎
の
王
子
ハ
青
帝
青
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
／
ヽ
、
絹
巻
千
本

つ
い
に
五
郎
王
子
に
か

ゝ
っ
た
り

五
郎
　
扱
も
五
郎
ハ
引
酬
引
川
な
れ
バ
、
ノ
ヽ

そ
れ
に
恐
れ
る
五
郎
で
な
い
。
其
時

は
ノ
ヽ
共
に
立

っ
て
向

っ
た
り

次
郎
　
扱
も
南
方
次
郎
の
王
子
ハ
赤
帝
赤
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
ノ
ヽ
、
火
炎
を
出

し
て
五
郎
王
子
を
焼
き
は
ら
ふ
な
り

五
郎
　
扱
五
郎
ハ
け
い
も
ん
な
れ
バ
ノ
ヽ
、
そ
れ
に
恐
れ
る
五
郎
で
は
な
い
。
其
時

は
ノ
ヽ
水
を
出
だ
し
て
忽
ち
火
炎
を
打
消
し
た
り

二
郎
　
扱
も
西
方
三
郎
王
子
ハ
白
帝
白
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
、
叙
を
抜
い
て
五
郎

王
子
に
か

ゝ
っ
た
た
り

五
郎
　
扱
も
五
郎
ハ
け
い
も
ん
な
れ
バ
ノ
ヽ
、
そ
れ
を
恐
れ
る
五
郎
で
は
な
い
。
其

時
は
ノ
ヽ
、
共
に
叙
を
合
は
せ
た
り
。

四
郎
　
扱
も
北
方
四
郎
の
王
子
は
黒
帝
黒
龍
王
に
て
ま
し
ま
せ
バ
／
ヽ

、
水
を
出
し

て
五
郎
王
子
を
真
逆
様
に
流
し
た
り

五
郎
　
扱
も
五
郎
ハ
け
い
も
ん
な
れ
バ
、
ノ
ヽ
そ
れ
を
恐
れ
る
五
郎
で
は
な
い
。
其

時
は
ノ
ヽ
、
大
岩
石
の
巌
と
な
り
て
上
へ
は
上
へ
と
せ
き
上
げ
て
下
へ
は
水

一
滴

も
漏
ら
さ
ゞ
り
け
り

（此
間
は
互
に
立
合
勝
負
つ
か
ず
）
（猿
田
彦
命
仲
裁
に
出
る
）

猿
田
彦
　
東
西
南
北
に
鎮
り
給
へ
、
東
西
南
北
に
鎮
り
給
ヘ

五
人
　
東
西
南
北
に
鎮
り
給
へ
と
は
如
何
な
る
神
に
て
渡
ら
せ
給
ふ
ぞ
や

猿
田
彦
　
父
君
に
替
り
猿
田
彦
命
に
て
候
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五
人
　
猿
田
彦
命
と
あ
る
な
れ
バ

一
時
は
御
任
せ
申
さ
ん

猿
田
彦
　
そ
れ
眺
む
れ
バ
、
東
よ
り
流
れ
出
づ
る
血
の
色
は
青
き
色
に
も
流
れ
た

り
。
又
南
よ
り
流
れ
出
づ
る
血
の
色
は
赤
き
色
に
も
流
れ
た
り
。
又
西
よ
り
流
れ

出
づ
る
血
の
色
は
自
き
色
に
も
流
れ
た
り
。
又
北
よ
り
流
れ
出
づ
る
血
の
色
は
黒

き
色
に
も
流
れ
た
り
。
又
中
央
よ
り
流
れ
出
づ
る
血
の
色
は
黄
な
る
色
に
も
流
れ

た
り

各
々
七
日
七
夜
の
合
戦
を
な
さ
れ
候

へ
共
未
だ
勝
負
著
か
ず
。
父
君
に
代
り
猿
田

彦
命
所
望
分
け
て
遣
は
さ
ん
。
如
何
太
郎
王
子
は
何
時
を
領
治
し
給
ふ
ぞ
や

太
郎
　
さ
ん
候
。
某
ハ
春
二
月
九
十
日
を
領
治
致
し
て
候

猿
田
彦
　
さ
れ
バ
春
二
月
九
十
日
の
中
よ
り
末
の
十
八
日
を
引
き
抜
き
、
こ
れ
を
春

の
土
用
と
定
め
、
残
る
七
十
二
日
を
掌
ど
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に

は
青
き
御
弊
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
バ
甲
の
里
、
地
よ
り
下
を
ば
乙
の
郡
、
甲
乙

木
性
の
産
子
を
守
り
、
こ
れ
も
本
座
に
直
り
給

へ
や
哺

太
郎
　
畏

っ
て
候

猿
田
彦
　
次
に
次
郎
王
子
は
何
時
を
領
治
し
給
ふ
ぞ
や

次
郎
　
夏
二
月
九
十
日
を
領
治
致
し
て
候

猿
田
彦
　
さ
れ
バ
こ
れ
も
夏
三
月
九
十
日
の
中
よ
り
も
末
の
十
八
日
を
引
き
抜
き
、

夏
の
土
用
と
定
め
、
残
る
七
十
二
日
を
掌
り
、
山
八
萬
地
八
萬
八
方
千
里
の
境
に

は
赤
き
御
幣
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
パ
丙
の
里
、
地
よ
り
下
を
バ
丁
の
郡
、
丙
丁

火
性
の
産
子
を
守
り
、
こ
れ
も
本
座
に
直
り
給
へ
や
哺

次
郎
　
畏

っ
て
候

猿
田
彦
　
次
に
二
郎
王
子
は
何
時
を
領
治
し
給
ふ
ぞ
や

二
郎
　
秋
三
月
九
十
日
を
領
治
致
し
て
候

猿
田
彦
　

」ゝ
れ
も
同
じ
く
秋
三
月
九
十
日
の
中
よ
り
末
の
十
八
日
を
引
き
抜
き
、
秋

の
土
用
と
定
め
、
残
る
七
十
二
日
を
掌
り
、
山
八
萬
地
八
萬
人
方
千
里
の
境
に
は

白
き
御
幣
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
ば
庚
の
里
、
地
よ
り
下
を
バ
辛
の
郡
、
庚
辛
金

性
の
産
子
を
守
り
、
こ
れ
も
本
座
に
直
り
給
へ
や
哺

二
郎
　
畏

っ
て
候

猿
田
彦
　
四
郎
王
子
ハ
何
時
を
額
治
し
給
ふ
ぞ
や

四
郎
　
さ
ん
候
。
某
は
冬
三
月
九
十
日
を
領
治
致
し
て
候

猿
田
彦
　
さ
れ
バ
是
も
冬
三
月
九
十
日
の
中
よ
り
末
の
十
八
日
を
引
き
抜
き
、
冬
の

土
用
と
定
め
、
残
る
七
十
二
日
を
掌
り
、
山
八
萬
地
八
萬
人
方
千
里
の
境
に
は
黒

き
御
幣
を
立
て
、
地
よ
り
上
を
バ
壬
の
里
、
地
よ
り
下
を
バ
癸
の
郡
、
壬
癸
水
性

の
産
子
を
守
り
、
こ
れ
も
本
座
に
直
り
給
へ
や
哺

四
郎
　
畏

っ
て
候

猿
田
彦
　
如
何
五
郎
王
子
よ
く
ノ
ヽ
聞
き
給
へ
。
兄
四
人
の
王
子
等
の
領
地
九
十
日

の
中
よ
り
も
末
の
十
八
日
づ
つ
を
引
抜
い
て
候
。
こ
れ
も
四
つ
合
は
せ
バ
七
十
二

日
に
相
成
る
程
に
、
」ゝ
れ
よ
り
も
中
央
に
立
ち
て
中
間

一
萬
八
千
里
を
掌
り
、境
々

に
は
黄
な
る
御
幣
を
立
て
地
よ
り
上
を
バ
戊
の
里
、
地
よ
り
下
を
バ
己
の
郡
、
戊
己

土
性
の
産
子
を
守
り
、
こ
れ
も
本
座
に
直
り
給
へ
や
哺
。
こ
れ
に
て
も
不
足
ま
し

ま
せ
バ
三
ヶ
年
に

一
ヶ
月
の
月
を
作
り
出
し
こ
れ
を
五
郎
に
得
さ
す
る
。
そ
の
方

法
と
し
て
ハ
先
づ

一
ヶ
年
の
日
敷
三
百
六
十
五
日
あ
り
。
こ
れ
迄
の
四
人
の
領
分

は
三
百
六
十
日
な
り
。
そ
の
餘
り
の
五
日
を
バ
三
ヶ
年

つ
も
れ
バ
十
五
日
に
な

り
。
又

一
ヶ
月
三
十
日
を
小
の
月
と
し
て

一
日
を

一
ヶ
年
に
五
日
出
す
。
是
も
三
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年
積
れ
バ
十
五
日
に
な
り
、
合
は
せ
て
三
十
日
あ
り
。
此
月
を
聞
月
と
し
て
五
郎

に
得
さ
す
べ
し
。
さ
う
す
れ
バ
三
ヶ
年
に
三
十
七
回
満
月
が
あ
り
、
こ
れ
で
月
も
三

十
七
ヶ
月
出
来
れ
バ
毎
月
満
月
が
十
五
六
日
に
定
ま
る
即
ち
是
月
令
な
り
。
兄
四

人
王
子
よ
り
問
月

一
ヶ
丹
を
増
し
て
得
さ
す
る
程
に
是
に
て
納
受
な
し
給
へ
や
哺

五
郎
　
コ
レ
ハ
ノ
ヽ
、
御
黍
け
な
き
事
に
て
候
、
納
受
致
し
て
候

猿
田
彦
　
さ
れ
が
」
の
上
ハ
五
人
王
子
は
心
か
は
さ
ぬ
が
為

一
首
連
ね
給
へ
や
哺

一
同
歌
　
劇
剖

（あ
き
）
空
や
野
菊
の
花
も
散
ら
ば
散
れ
王
子
王
子
の
心
か
は
さ
ぬ

こ
の

「
五
郎
の
王
子
」
は
、
私
の
友
人
で
某
神
楽
保
存
会
の
会
長
に
お
願
い
し
、

古
く
か
ら
の
口
碑

（伝
承
）
さ
れ
た
も
の
を
実
際
に
唄

っ
て
も
ら
い
、
私
が
書
き
と

っ
た
も
の
で
、
文
字
な
ど
い
さ
さ
か
な
あ
や
ま
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

神
楽
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
宗
教
音
楽
と
し
て
最
も
代
表
的
な
芸
能
。
古
代
宮
廷

に
お
い
て
は
、
天
宇
受
売
命
の
子
孫
の
猿
女
と
い
う
巫
女
が
、
代
々
奉
仕
し
た
鎮
魂

―
―
外
来
魂
を
来
触
せ
し
め
る
呪
術
―
―
が
あ
り
、
天
の
岩
戸
の
故
事
に
始
原
し
て
い

２つ
。神

話
に
基
づ
く
猿
田
彦
舞

・
宇
受
売
舞

・
八
幡
舞

・
稲
荷
舞

・
竜
神
舞
な
ど
が
あ

り
、
岩
戸
開
き
、
大
蛇
退
治
な
ど
神
話
劇
の
構
成
も
あ
る
。

舞
の
基
準
は

「陰
陽
五
行
」
の
摂
理
に
基
づ
き
、
順
逆
に
踏
み
回
る
足
ど
り
や
、

舞
人
の
手
の
結
ぶ
印
と
か
、
採
物
の
所
作
に
呪
術
的
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
大
国

主
が
政
事
を
す
る
国
土
を
、
高
天
原
の
勅
使
に
奉
献
す
る
物
語
を
劇
風
に
仕
組
ん
だ

「国
譲
り
」
は
、
老
若
男
女
す
べ
て
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
。

素
蓋
鳴
命
が
、
一呂
天
原
を
追
わ
れ
て
、
出
雲
の
国
へ
舞
い
降
り
て
、
悲
嘆
に
く
れ
て

い
た
翁
と
婆
に
出
会
い
、
事
の
委
細
を
聞
い
て
驚
き
、
八
俣
の
大
蛇
を
退
治
し
て
稲

田
姫
を
救
う

「大
蛇
退
治
」
と
い
う
神
楽
な
ど
…
…
。

ま
た
、
吉
備
津
彦
命
が
、
備
中
国
の
主
宰
、
岩
山
明
神
に
依
頼
さ
れ
、
そ
の
使
者
内

官
姫
よ
り
弓
矢
を
渡
さ
れ
、
新
山
に
た
て
こ
も

っ
て
邪
道
を
働
く
温
羅
を
神
通
力
に

よ
っ
て
退
治
す
る
物
語
は
、
舞
台
な
な
め
に

一
反
の
自
布
を
配
し
、
血
吸
川
に
な
ぞ

ら
え
、
両
岸
で
矢
喰
の
合
戦
が
、
太
鼓
の
は
や
し
声
に
よ
る
舞
の
説
明
な
ど
備
中
神

楽
独
特
の

「吉
備
津
彦
」
の
舞
も
あ
る
。

荒
神
神
楽
な
ど
で
演
じ
ら
れ
る
、
神
楽
の
締
め
く
く
り
と
な
る

「
五
郎
の
王
子
」

は
、
普
通
の
神
楽
と
少
し
調
子
を
異
に
し
た
太
鼓
の
調
べ
で
語
る
口
調
が
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。

古
代
中
国
の
陰
陽
と
な
ら
ん
で
有
力
な
考
え
方
で
、
木
火
土
金
水
の
五
つ
を
い
う

五
行
が
あ
る
。
つ
ま
り
五
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
五
つ
に

ま
と
め
ら
れ
る
に
は
理
由
が
あ
る
。
古
典
を
み
る
と
、
五
典

・
五
刑

・
五
礼

・
五
穀

・

五
美

・
五
覇

・
五
教
と
い
う
よ
う
に
、
事
物
を
五
つ
に
ま
と
め
た
も
の
が
多

い
。

「
五
」
と
い
う
数
は
人
の
片
手
の
指
の
数
で
、　
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
表
わ
す
標
準
に

な
る
。
そ
れ
は
戦
国
の
中
期
、
天
文
の
観
測
か
ら
五
つ
の
遊
星
が
占
星
術
な
ど
の
仲

介
に
よ
っ
て
五
行
に
結
合
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
五
行
か
ら
五
行
説
に
移

っ

て
い
く
過
程
を
は

っ
き
り
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

八
世
紀
初
め
に
成
立
し
、
現
存
す
る
我
国
最
古
の
歴
史
文
学
の
数
多

い
口
伝
え

を
、
天
武
天
皇
が
稗
田
阿
礼
に
命
じ
て
覚
え
さ
せ
、
元
明
天
皇
が
大
安
麻
呂
に
書
き

と
め
さ
せ
た

「古
事
記
』
の

「神
々
の
生
成
」
に
、
次
に
木
の
神
、
名
は
久
久
能
智

神
を
生
み
…
…
次
に
火
之
夜
芸
速
男
神
を
生
み
き
、
亦
の
名
を
火
之
か
が
昆
古
神
と
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い
い
、
亦
の
名
は
火
迦
具
土
神
と
い
う
。

こ
の
「五
郎
の
王
子
」
舞
こ
そ
小
さ
い
と
き
の
私
の
脳
裏
に
や
き
つ
い
た
神
楽
舞
で

あ
る
。
今
、
前
述
の
神
楽
口
上
を
読
む
ほ
ど
に

「古
事
記
』
に
出
て
く
る
神
話
に
古

代
中
国
の
五
行
説
を
か
ら
ま
せ
た
口
碑
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
「古
事
記
」
や

『
日

本
書
紀
』
の
神
話
か
ら
作
ら
れ
た
伝
承
に
よ
る

「神
話
の
踊
り
」
こ
そ
、
日
本
各
地

に
神
代
神
楽
と
よ
ば
れ
、
祭
り
芸
能
と
し
て
営
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

夜
も
更
け
て
ゆ
く
と
、
お
参
り
の
人
数
も
少
な
く
な
り
、
神
楽
を
見
る
人
も
だ
ん
だ

ん
と
去
り
ゆ
く
、
子
ど
も
の
こ
ろ
父
に
つ
れ
ら
れ
、
朝
方
二
時
半
ご
ろ
ま
で
、
舞
台

の
上
で
舞
う
姿
に
見
と
れ
、
舞
人
の
口
上
に
耳
を
す
ま
す
。
た
え
ら
れ
な
い
想
い
出

で
あ
る
。

風
の
鳴
る
夜
に
―
―
。
私
は

一
人
帰
路
に
つ
く
。
一
昨
日
の
朝
の
十
時
よ
り
お
盆
の

一
時
間
だ
け
休
息
し
、
夕
方
五
時
ま
で
…
…

一
日
六
時
間
も

「
五
郎
の
王
子
」
の
口

上
を
滑
ら
か
な
舞
曲
で
唄

っ
て
く
れ
た
友
人
に
長
い
疲
れ
を
少
し
で
も
い
や
し
て
も

ら
う
べ
く
心
ば
か
り
の
酒
宴
を
は
る
。

と
ぼ
と
ぼ
と
夜
路
を
歩
く
と
、
そ
こ
に
は
「
五
郎
の
王
子
」
の
姿
が
頬
を
赤
ら
め
る

よ
う
に
輝
い
て
、
消
え
て
ゆ
く
。
群
像
の
ざ
わ
め
き
か
、
葉
擦
れ
の
音
か
、
夜
の
中

を
風
が
渡

っ
て
行
く
。
雲
は
速
く
東

へ
と
走
り
、
そ
の
走
り
去
る
雲
の
影
を
写
し
出

す
よ
う
な
光
は
、
夜
の
深
さ
ば
か
り
を
教
え
て
く
れ
る
星
だ
け
で
あ

っ
た
。

【付
記
】

※
（
　

）
内
は
神
楽
の
中
に
出
る
神
名
。

壬
癸

庚
辛

成
己

丙
丁

甲
乙

十

干

水
星
祖

金
星
祖

土
星
祖

火
星
祖

木
星
祖

五
行

久
ヽ

秋
土
用 夏 春

五
時

北
方

西
方

中
央

南
方

東
方

五
方

四
郎

二
郎

五
郎

次
郎

太
郎

王
子

黒
色

白
色

黄
色

赤
色

青
色

五
色

弥
都
波
能
売
神

（水
象
波
女
命
）

金
山
毘
古
神

（金
山
彦
命
）

波
迩
夜
須
毘
古
神

（埴
安
彦
命
）

火
之
迦
具
土
神

（迦
具
土
命
）

久
久
能
智
神

（久
久
延
遅
命
）

古
事
記
の
中
の
神
々
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